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 1 35（4） 0 なし 経管栄養（胃ろう），自己導尿
 2 33（1） 0 あり 気管内吸引
 3 28（2） 0 あり
人工呼吸器管理，気管内吸引
吸引，酸素投与
 4  9（1） 5 なし
人工呼吸器管理，気管内吸引，
経管栄養（胃ろう）
 5 28（1） 0 なし 気管内吸引　経管栄養
 6  9（4） 0 なし
口鼻腔内吸引，経管栄養，気管内吸引
人工肛門の管理
 7  5（2） 0 なし 気管内吸引
 8  4（4） 0 あり 吸引，経管栄養
 9  4（1） 0 あり 経管栄養
















































































































































































































































































































































































































































































図１ 養護教諭からみた看護師との協働の実態と認識の関係 注：養護教諭の関わり 養護教諭の認識
≪医療的ケアを要する子
どものことを教職員に説
明するのは特別支援学級
教諭の役割である≫
ように、看護師だけではなく、特別支援学級教諭の役
割の重要性も認識していた。
　そのような医療的ケアを要する子どもに関する役割
認識のもと、［医療的ケアを要する子どもが健康に学
校生活を送れるようにサポートする］のカテゴリーに
あるように、看護師や校医への情報提供、医療的ケア
を要する子どもの情報の把握、医療的ケアを要する子
どもの緊急時に対応しやすい環境を整備していた。
　一方で、［医療的ケアを要する子どもや看護師と関
わりにくい］という思いがあり、［医療的ケアを要す
る子どもの連携の輪に積極的に加わっていない］状況
が生じ、看護師がどのように医療的ケアを要する子ど
もに関わっているのかという情報や、医療的ケアを要
する子どもに関する情報を得ていないという状況もみ
られていた。特別支援学校の医療的ケアシステムにお
ける養護教諭と看護師の連携した職務として、子ども
の実態把握、医療的ケアに関する情報の交換、医療的
ケアの方針の共有化、家族・教員・主治医・学校医・
学校薬剤師・栄養士からの情報把握、施設・設備・
物品の管理、医療的ケア検討会の推進が挙げられてい
る７）。特別支援学校と通常学校では、学校に通学して
いる子ども達の状況も異なるが、［特別ではなく医療
的ケアを要する子どもの学校生活をサポートする役割
がある］という養護教諭の役割に対する認識からも、
医療的ケアを要する子どもの実態を、養護教諭も把握
しておくことは必要であると考える。
２．医療的ケアを要する子どもや看護師と関わりにく
いことに影響している要因
　［医療的ケアを要する子どもや看護師と関わりにく
い］の≪医療的ケアを要する子どもにどう関わればい
いかわからない≫で、＜医療的ケアを要する子どもへ
の関わりに不安がある＞が挙がっていた。医療に関連
する職務量と質が、養護教諭の職業アイデンティティ
を規定する傾向があるといわれており17）、これまでの
養護教諭の医療的ケアを要する子どもとの関わりの経
験、医療に関連する経験や知識の有無が、養護教諭自
身の職務に対する認識に影響し、［医療的ケアを要す
る子どもや看護師と関わりにくい］という認識につな
がったのではないかと考えられる。養護教諭は、特別
支援学校に勤務することも考えて養成されているわけ
ではなく、医療的ケアを必要とする子どもや、そのケ
ア内容などについて特別に研修を受ける機会がないこ
ともあり18）、医療的ケアを要する子どもに関する知識
や経験が不足していることが、養護教諭の医療的ケア
を要する子どもに関わることへの不安を増し、［医療
的ケアを要する子どもや看護師と関わりにくい］とい
う認識に影響していたのではないかと考える。また、
［特別ではなく医療的ケアを要する子どもの学校生活
をサポートする役割がある］の≪教育の専門家として
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医療的ケアを要する子どもに関わることが大切であ
る≫の＜看護師免許のある養護教諭でも、看護師と養
護教諭の役割は違う＞という認識や、［医療的ケアを
要する子どもの連携の輪に積極的に加わっていない］
の≪医療的ケアを要する子どもに特別な関わりをして
いない≫の＜医療的ケアを看護師に任せる＞という状
況につながっていたのではないかと考える。
　＜医療的ケアを要する子どもに関わる教職員や看護
師の役割がわからず、医療的ケアを要する子どもにど
う関わればいいかわからない＞も挙がっており、医療
的ケアを要する子どもに関わる特別支援学級教諭、看
護師の役割が不明確であることが、協働への認識に影
響していると考えられた。
　「病院で働いていたこともあり、養護教諭一年目の
時は、看護師と養護教諭のやることの違いがわからな
かった。」のように、養護教諭が看護師の役割を認識
する上で、養護教諭自身の役割をどのように認識して
いるのかということが、影響しているのではないかと
考えられた。養護教諭の役割として、昭和47年の保健
体育審議会答申で、専門的立場から、すべての児童生
徒の保健及び環境衛生の実態を的確に把握し、疾病や
情緒障害、体力、栄養に関する問題等、心身の健康に
問題を持つ子どもの個別の指導にあたるとあり19）、平
成９年には、養護教諭の職務として、新たに心のケア
が追加されている20）。そのように、時代の変化と共に、
養護教諭に求められる役割も多様化している。医療的
ケアに関して、養護教諭に新たな役割が求められる可
能性はあるが、現時点では明確にはなっていない。養
護教諭という一つの職種においても、看護師免許の有
無、看護師としての勤務経験の有無の違いがあり、受
けてきた教育背景も様々である。養護教諭自身の役割
認識がどうであるのかというも、［医療的ケアを要す
る子どもや看護師と関わりにくい］という認識に影響
していると考える。
　［医療的ケアを要する子どもや看護師と関わりにく
い］の中の≪看護師と関わりにくい≫では、看護師が
学校に滞在している時間が限られ、養護教諭も忙しく、
看護師と話をする時間が制限されていること、看護師
との面識がないほど看護師との関係が持てていないこ
とで、看護師と養護教諭が関わりにくい状況があった。
平成５年より養護教諭の複数配置が始まってはいるが、
養護教諭の職務の現状に関する研究において、養護教
諭の職務の多忙さが明らかになっている21）。特別支援
学校や通常学校といった医療的ケア実施校の養護教諭
や教諭を対象とした医療的ケア実施の現状の調査でも、
教員に看護職員と話し合う時間がないという連携の難
しさが挙がっており22）、今回の調査でも、同様の結果
がみられている。養護教諭が忙しく、看護師と関わる
時間を十分に取れないこと、看護師と養護教諭との関
係が持てていないことも、［医療的ケアを要する子ど
もや看護師と関わりにくい］への影響要因として考え
られる。
３．今後の課題
　医療的ケアを要する子どもや看護師と関わりにくい
ことに影響している要因として、医療的ケアを要する
子どもに関する知識や経験の不足、医療的ケアに関す
る養護教諭の職務の不明確さ、養護教諭の多忙さや看
護師と関係が持てていないことが考えられた。それら
のことや、［看護師の存在は必要である］の中の≪看
護師の考えを知りたい≫より、養護教諭と看護師が関
われるような環境や、医療的ケアのシステムを整える
ことが必要であると考える。
　環境の整備としては、看護師と養護教諭が容易に関
わる機会を持てるように、看護師が学内で待機する場
所を職員室の養護教諭の場所の近くにするなどコミュ
ニケーションを図りやすい環境にすることが考えられ
る。養護教諭の複数配置など、養護教諭の多忙さ自体
の改善も必要であると考える。養護教諭が医療的ケア
に関して知識や経験を積める研修の場も必要であると
考える。
　医療的ケアのシステムについては、特別支援学級教
諭、看護師、養護教諭等、医療的ケアを要する子ども
に関わる者が集まり、会議を定期的に行うことが、情
報の共有のためにも重要であると考える。また、医療
的ケアを要する子どもに学校で関わる看護師、養護教
諭、特別支援学級教諭の役割を明確にすることも必要
である。そのように、養護教諭が看護師と関わる中で、
医療的ケアを要する子どものことや、ケアについての
知識を得ることもでき、医療的ケアを要する子どもに
関わることへの不安の軽減につながる可能性もあると
考える。
４．研究の限界
　今回、研究参加者が同一の自治体の通常学校に勤務
しており、日々異なる看護師が通常学校に派遣される
という単一の医療的ケアシステムであったことが、今
回得た結果に影響している。自治体により、医療的ケ
アを担当する看護師の勤務形態も異なっており、それ
に伴い、養護教諭の認識も異なることも考えられる。
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　今後も継続して、通常学校で、養護教諭をはじめと
する教職員と看護師がどのように役割を認識し、関わ
り、医療的ケアを要する子どものよりよい教育に向け
て協働しているかについてデータを蓄積していく必要
がある。
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